
海洋教育（たていわタイム）                                串本町立 橋杭小学校 

（１）全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

・進んで学習する子の育成 

・思いやり助け合える子の育

成 

・心身ともに健康な子の育成 

地域・児童の実態 

本校は昭和５６年、海に面した現在地を埋め立てて移転した。校

区内には町立病院、警察署、消防署、海上保安署等の公共施設、大

型宿泊施設、商業施設等も数多くあるが、東日本大震災を機に地域

の高台への移転が進んでいる。校区内は、児童にとって磯遊びや海

水浴ができる等恵まれた自然環境にあるが、体験する機会が少な

く、海の生物や環境に関しては余り知らない。さらに串本の先人達

が歩んだ歴史、残した海洋文化については、ほとんど知らない。過

去３年間は地震や津波に関する防災学習や避難訓練に取り組んでい

る。 

和歌山県における海洋教育の定義 

本県は広く太平洋、紀伊水道に面し、古来より人々の生活は「海」と深く関わ

りをもち、海から多大な恩恵を受けてきた。海洋と和歌山県人の共生はかかすこ

とのできないものになっている。そのため、本県では、ふるさと教育の一環とし

て海洋教育を位置づけ、その充実を図っていくこととした。 

「海」には、自然や産業、歴史、文化等の様々な教育資源が豊富にあり、この

「海」に親しむと同時に、「海」をより理解し、積極的に関わる学習を通して、

海洋環境の保全を図ることができる人材の育成を目指す。  

関係法令等 

・教育基本法 

・学校教育法 

・国際連合条約 

・海洋基本法 

 橋杭海洋教育の目標 

「海ととも

に生きる」 

・身近な海について体験活動を通して学び、主体的に関わることができる児童を育成する。

（海に親しみ、海を知る） 

・先人達の歩んだ歴史や残した文化を学び、串本町の自然や資源を私達の生活と関連付け

て考えるとともに、海洋環境の保全について自分の考えをもち、海洋と人類の共生に貢

献できる児童を育成する。（海を利用し、海を守る） 

「防災教

育」 

・地震が引き起こす大きな揺れや津波から身を守るため、状況に応じて主体的に判断し、 

適切な避難行動をとることができる児童を育成する。（海から身を守る） 



（２）学年別目標 

 「海とともに生きる」 「防災教育」 

海に親しみ、海を知る 海を利用し、海を守る 海から身を守る 

１
年
生 

・橋杭岩や橋杭海岸へ行き、

海と親しみながら、身近に

豊かな自然があることに気

付く。 

・砂浜で造形遊びや海の絵を

描くことで、海に親しむ。 

・橋杭海岸をきれいにするこ

とで、気持ちの良い海開き

ができることに気付く。 

・地域の海洋施設を利用する

ことで、串本海域の生き物

を知る。 

・地震、津波について知り、

地震から身を守る方法や、

避難の必要性を知る。 

・校区の避難経路を実際に見

学し、避難する場所につい

て知る。 

２
年
生 

３
年
生 

・橋杭岩での生き物を観察し

たり地域の人の話を聞いた

りすることで、多様な生き

物が生息していることを知

る。 

・紙芝居を見たり海に関わる

昔話を調べたりすること

で、昔の人の生活は海と切

っても切り離せない関係だ

ったことに気付く。 

・橋杭海岸をきれいにするこ

とで、なぜ海が汚れるのか

といった原因を考え、それ

を減らす方法を考える。 

・串本の郷土料理を作り、作

り方を学ぶ。 

・串本の漁業関係施設を見学

し、どのような仕事をして

いるか知る。 

・海ガメを放流する人の話を

聞き、豊かな自然を守ろう

と努力する人がいることを

知る。 

・避難経路での危険を想定

し、回避する方法を考える

ことができる。 

・和歌山県の偉人濱口梧陵が

行ったことについて調べ

る。 

・津波避難三原則について学

び、それに沿って行動でき

る。 

４
年
生 

５
年
生 

・串本沿岸は、ラムサール条

約湿地に登録されているこ

とを学ぶ。 

・串本町で産出する化石を観

察または発掘し、地域の専

門家の話を聞いて太古の環

境について学ぶ。 

・串本には日本ジオパークに

登録されている場所がある

ことを見学し、学ぶ。 

・串本の海は、生物多様性に

富んだ豊かな海であり、そ

れを後世に残そうとする気

持ちをもつ。 

・串本の郷土料理を作り、次

の世代へ伝えようという気

持ちをもつ。 

・地域の漁業関係施設を見学

し、串本の水産業について

学ぶことで、串本の自然環

境や漁業の直面する課題に

ついて考える。 

 

・地震時に起こる大地の変化

について学ぶ。 

・「稲村の火の館」と濱口梧

陵が築いた堤防を見学し、

それに関わった人達の思い

や願いを考える。 

・串本町に被害を与えた南海

大地震について調べ、それ

は周期的に発生しているこ

とを知る。様々な生活場面

で遭遇した場合を想定し、

主体的な避難行動ができ

る。 

６
年
生 

 

 

 



（３）学年別指導内容 

 
「海とともに生きる」       「防災」 

環境（海に親しみ、海を知る） 文化（海を利用し、海を守る） （海から身を守る） 

橋杭岩・橋杭の

浜 

串本海域  

（ジオパーク、ラ

ムサール条約他） 

歴史・文化・国

際 

産業 

（農林水産・観

光） 

防災 

１
年 

・砂浜をきれいにし

よう(２) 

・橋杭岩の生き物を

知ろう（磯遊び）(７)  

・海を描こう（６） 

 

・海中公園に行

こう（６） 

・貝拾いに行こ

う（４） 

・貝を使って作

ろう（４） 

  ・避難訓練をしよう 

（避難路の確認をし

よう）(４) 

・津波のこわさを知ろ

う（２） 

２
年 

・砂浜をきれいにし

よう(２) 

・橋杭岩の生き物を

知ろう（磯遊び）(６)  

・海を描こう（６） 

 

・海中公園に行

こう（６） 

・橋杭岩を知ろう

（５）〈串本紙芝居

の会〉 

・ヒロメについて

調べよう（５） 

・避難訓練をしよう

（津波について知ろ

う）(２) 

・校区の避難経路を確

認しよう(３) 

３
年 

・砂浜をきれいにし

よう（２） 

・海を描こう（６） 

 

・海中公園に行

って、串本の海

の生き物を知ろ

う（４） 

 

・郷土料理を作っ

てみよう（３） 

・橋杭岩を知ろう

（５）〈串本紙芝居

の会〉 

・トルコ記念館に

行こう（町内めぐ

り）（４） 

 

・串本町の魚につ

いて調べよう（５） 

・避難訓練をしよう

（３） 

・避難経路までの危険

を想定しよう（３） 

４ 

年 

・砂浜をきれいにし

よう(２) 

・磯の生き物を詳し

く観察しよう(４) 

・ウミガメについて

話を聞こう 

＜海中公園＞(４) 

・海の危ない生

き物を知ろう＜

海中公園＞（２） 

・３Ｄシアター

で海中を知ろう

＜ 海 中 公 園 ＞

（２） 

・郷土料理を作っ

てみよう(３) 

 

・トルコについて

調べよう（３） 

・串本町の魚につ

いて調べよう 

１～３月（５）＜水

産試験場＞ 

・避難訓練をしよう

(３) 

・防災学習（津波に備

えよう）(３) 

和歌山県の偉人につ

いて知ろう（濱口梧

陵）(４) 



５
年 

・砂浜をきれいにし

よう（２） 

 

・ラムサール条

約について調べ

よう(３)  

・町内でとれる

化石について調

べよう（３）＜地

域の専門家＞ 

・ひじきを使った

郷土料理を作って

みよう＜地域の方

＞（６） 

・串本町の水産業

について調べよう 

水産１（５） 

・マグロの養殖場

見学をしよう＜近

畿大学＞水産２

（３） 

・魚や貝の名前を

調べよう＜水産試

験場＞水産３（２） 

・森林と海とのつ

ながりについて調

べよう（３） 

・避難訓練をしよう

(２) 

・濱口梧陵について詳

しく知ろう(３) 

・防災学習（３） 

６
年 

・砂浜をきれいにし

よう(２) 

 

・ラムサール条

約について調べ

よう(３) 

・串本町内の地

層を見学しよう

（地層めぐり）

（４） 

・町内でとれる

化石について調

べよう（３）＜地

域の専門家＞ 

・エルトゥールル

号について調べよ

う(２) 

・ひじきを使った

郷土料理を作って

みよう(６) ＜地

域の方＞ 

 

・串本町の水産業

について調べよう 

水産１（５） 

 

・避難訓練をしよう

(２) 

・稲村の火の館、広村

の堤防を見学しよう

＜ 稲 村 の 火 の 館 ＞

（２） 

・串本町の防災につい

て調べよう（４）＜串

本町防災担当課＞ 

・液状化現象を知ろう

（２）＜理科わくわく

キャラバン＞ 

 

 


